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国
家
の
３
大
安
全
保
障
の

う
ち
、
北
海
道
が
最
も
取
り

組
み
や
す
い
安
保
政
策
は

「
食
料
の
安
全
保
障
」
だ
。
食

料
自
給
率
２
０
０
％
以
上
の
、

ま
さ
に
日
本
の
中
の
「
食
料

王
国
」
た
る
存
在
感
を
発
揮

し
よ
う
と
思
え
ば
可
能
だ
。

因
み
に
豪
州
は
１
７
３
％
、

カ
ナ
ダ
１
６
８
％
、
米
国
１

２
４
％
、
フ
ラ
ン
ス
１
１
１

　

国
に
は
３
つ
の
安
全
保
障
が
あ
る
。
１
つ
目
は
防
衛
（
軍
備
や
外
交
、
国
連
・
２
国
間
・
多

国
間
連
携
）の
安
保
、２
つ
目
は
エ
ネ
ル
ギ
ー（
原
油
・
天
然
ガ
ス
・
石
炭
・
原
子
力
・
太
陽
光
な
ど
）

の
安
保
、
３
つ
目
は
食
料
安
保
。
日
本
は
３
点
す
べ
て
完
璧
と
い
え
る
も
の
が
な
い
。
防
衛
の

自
給（
充
足
）率
は
数
値
で
は
出
せ
な
い
が
、エ
ネ
ル
ギ
ー
は
13
・
４
％
、食
料
は
37
％
と
低
い
。

％
で
、
気
候
の
大
変
動
が
な

い
限
り
、
他
国
は
自
国
民
の

食
料
調
達
に
窮
す
る
こ
と
は

な
い
。
各
国
と
も
過
剰
な
分
、

農
畜
産
物
が
重
要
な
輸
出
品

目
だ
。
食
料
自
給
率
37
％
の

日
本
は
当
然
、
各
国
か
ら
の

農
畜
産
物
の
輸
出
攻
勢
を
か

け
ら
れ
て
し
ま
う
。

　

北
海
道
を
国
に
見
立
て
れ

ば
、
世
界
一
の
食
料
自
給
率

に
な
る
。
北
海
道
の
自
給
率

は
２
０
０
％
以
上
と
い
っ
て

も
、
人
口
は
約
５
２
０
万
人

だ
か
ら
１
千
40
万
人
分
の
食

料
で
し
か
な
く
、
日
本
全
体

を
充
足
さ
せ
る
量
は
な
い
。

　

国
際
紛
争
と
そ
れ
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
資
源
不

均
衡
で
、
原
油
や
天
然
ガ
ス

な
ど
の
安
定
的
確
保
に
障
害

が
発
生
す
る
。
国
内
は
一
気

に
供
給
不
安
が
生
じ
、
価
格

高
騰
に
な
る
。
日
本
は
日
ご

ろ
か
ら
資
源
外
交
に
重
き
を

置
く
の
は
国
民
生
活
に
直
結

す
る
か
ら
だ
。

　

異
常
気
象
に
よ
る
干
ば
つ

や
強
大
化
す
る
台
風
、
熱
波

や
大
寒
波
、
大
洪
水
、
慢
性

的
飢
餓
地
域
の
存
在
な
ど
気

候
変
動
は
予
測
不
能
で
先
を

読
み
づ
ら
く
し
て
い
る
。
作

物
の
収
穫
量
に
大
き
く
か
か

わ
っ
て
く
る
。
海
外
に
大
き

く
依
存
す
る
穀
物
（
小
麦
・

大
豆
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
は

世
界
市
況
に
も
ろ
に
影
響
さ

れ
る
。
店
頭
価
格
の
上
昇
は

必
至
だ
。

　

日
本
は
い
つ
時
代
か
ら
独

り
立
ち
で
き
な
い
脆
弱
な
国

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
２
面
に
続
く
）

北海道条例で食料安保推進を掲げ
　　　全国に先駆けた先進的取り組みを

食
料
自
給
率
２
０
０
％
超
の

優
位
性
を
生
か
す
政
策
を
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（
１
面
か
ら
の
続
き
）

　

今
日
ほ
ど
国
の
安
全
保
障

が
脅
か
さ
れ
る
時
代
は
な

か
っ
た
。
特
に
日
本
が
位
置

す
る
東
ア
ジ
ア
圏
は
中
国
の

軍
事
力
を
バ
ッ
ク
に
し
た
強

引
な
圧
力
外
交
が
目
立
っ
て

い
る
。

　

さ
て
、
３
つ
の
安
全
保
障

の
う
ち
北
海
道
が
本
領
発
揮

で
き
る
の
は
「
食
料
安
保
」

の
分
野
だ
。「
食
料
備
蓄
基

地
」
を
展
開
す
る
こ
と
だ
。

　

米
・
麦
な
ど
の
穀
類
の
通

常
備
蓄
と
、
加
工
処
理
済
み

製
品
に
し
て
の
備
蓄
。
災
害

食
と
し
て
肉
製
品
・
乳
製
品

の
備
蓄
、
こ
れ
に
自
然
水
の

　

野
菜
に
は
指
定
野
菜
14
品

目
（
野
菜
全
体
で
74
％
）
と

特
定
野
菜
35
品
目
（
同
22
％
、

小
松
菜
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、

三
つ
葉
な
ど
）、
そ
の
ほ
か

の
野
菜
（
同
４
％
、
シ
ソ
、
ラ

デ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
）
の
３
ジ
ャ

　

北
海
道
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

の
生
産
量（
１
９
３
０
０
ｔ
）

は
全
国
一
で
、
以
下
愛
知
県
、

埼
玉
県
、
香
川
県
、
長
野
県

と
続
く
。
こ
れ
ま
で
特
定
野

菜
だ
っ
た
が
２
０
２
６
年
か

ら
「
指
定
野
菜
」
に
格
上
げ

さ
れ
る
。
何
が
違
う
か
と
い

え
ば
、「
野
菜
生
産
出
荷
安

定
法
」
に
よ
り
値
崩
れ
時

（
90
％
以
下
）
に
国
の
保
護

措
置
が
取
ら
れ
る
こ
と
。
生

産
者
に
と
っ
て
は
安
心
し
て

生
産
に
集
中
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
50
年
ぶ
り
に
指

定
野
菜
に
格
上
げ
さ
れ
た
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
を
徹
底
解
剖
す

る
。

る
し
、
生
産
者
の
不
必
要
な

杞
憂
は
な
く
な
る
は
ず
だ
。

　

全
国
各
地
に
は
大
地
震
を

想
定
し
た
「
防
災
用
品
備
蓄

倉
庫
」
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

国
内
外
に
向
け
た
「
食
料
備

蓄
セ
ン
タ
ー
」
は
未
整
備
だ
。

道
が
条
例
を
制
定
し
、
国
よ

り
先
ん
じ
て
備
蓄
基
地
を
整

備
し
た
い
も
の
。
47
都
道
府

県
で
北
海
道
こ
そ
、
生
産
量

の
多
さ
や
用
地
確
保
の
面
で

他
県
を
凌
ぐ
。

　

道
産
食
料
品
が
日
本
各
地

を
、
世
界
各
国
を
食
の
面
か

ら
緊
急
支
援
す
る
、
そ
ん
な

議
論
が
で
き
た
ら
い
い
と
思

う
が
ど
う
か
。（
山
田
勝
芳
）

宝
庫
で
あ
る
北
海
道
の
「
飲

用
水
」
も
備
蓄
す
る
。
国
内
、

海
外
を
問
わ
ず
必
要
性
が
生

じ
た
ら
、
国
や
国
際
機
関
が

オ
ー
ル
北
海
道
で
立
ち
上
げ

た
「
食
料
備
蓄
セ
ン
タ
ー
」

か
ら
必
要
物
資
を
買
い
上
げ
、

目
的
地
へ
届
け
る
。
稼
働
頻

度
は
今
日
の
状
況
か
ら
推
し

量
れ
ば
フ
ル
回
転
の
は
ず
。

安
全
・
安
心
が
担
保
さ
れ
た

加
工
食
品
は
日
本
と
り
わ
け

北
海
道
に
と
り
、
打
っ
て
つ

け
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

自
給
率
が
ほ
ぼ
１
０
０
％

の
米
が
、
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ

ス
で
相
当
量
が
輸
入
さ
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
生
産
者
は
減

産
を
求
め
ら
れ
る
。

　

乳
製
品
も
大
量
に
輸
入
さ

れ
る
中
、
生
乳
廃
棄
も
あ
れ

ば
減
産
要
請
も
あ
る
（
因
み

に
今
年
度
は
１
％
の
増
産
計

画
）。
チ
グ
ハ
グ
な
農
政
が

日
本
政
治
の
特
質
と
さ
え

な
っ
て
い
る
。
翻
弄
さ
れ
て
、

生
産
者
は
数
年
先
を
見
据
え

た
営
農
計
画
も
立
て
ら
れ
な

い
。

　

豊
作
時
や
過
剰
流
通
な
ら

備
蓄
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
よ
り

量
的
調
整
を
す
れ
ば
よ
い
。

生
乳
廃
棄
も
起
こ
ら
な
く
な

国
内
外
に
向
け
た

食
料
備
蓄
セ
ン
タ
ー
を

14
品
目
の
指
定
野
菜
の

す
べ
て
わ
か
り
ま
す
か
？

50
年
ぶ
り
と
い
う
こ
と
は

14
番
目
の
作
物
は
な
に
？

北
海
道
条
例
で
食
料
安
保
推
進
を
掲
げ

全
国
に
先
駆
け
た
先
進
的
取
り
組
み
を

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が

指
定
野
菜
に
な
り
ま
す
！

ン
ル
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の

指
定
野
菜
に
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

が
２
０
２
６
年
か
ら
仲
間
入

り
す
る
。
新
た
に
品
目
が
加

わ
る
の
は
実
に
50
年
ぶ
り
と

い
わ
れ
る
。

　

売
り
場
で
通
常
購
入
す
る

野
菜
の
ほ
と
ん
ど
が
、
指
定

野
菜
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ

ろ
で
、
指
定
野
菜
の
14
品
目

す
べ
て
列
記
す
る
と
、

　

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

　

玉
ね
ぎ

　

ネ
ギ

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ

　

ニ
ン
ジ
ン

　

ダ
イ
コ
ン

　

キ
ャ
ベ
ツ

　

キ
ュ
ウ
リ

　

ト
マ
ト

　

ピ
ー
マ
ン

　

白
菜

　

ナ
ス

　

レ
タ
ス

　

里
芋

と
な
り
、
こ
れ
に
緑
黄
色
野

菜
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
新
た

に
仲
間
入
り
す
る
こ
と
に
な

る
。
冒
頭
に
上
げ
た
よ
う
に

北
海
道
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の

生
産
量
が
全
国
一
だ
か
ら
、

北
海
道
に
と
っ
て
は
大
歓
迎

な
こ
と
。
因
み
に
都
道
府
県

別
生
産
量
の
ベ
ス
ト
３
は
、

　

１
位
北
海
道
１
９
３
０
０

　

２
位
愛　

知
１
３
８
０
０

　

３
位
埼　

玉
１
２
６
０
０

と
な
っ
て
い
る（
単
位
は
ｔ
）。

以
下
、
香
川
県
、
長
野
県
と

続
く
。
道
内
の
自
治
体
別
生

産
量
は

　

１
位
音
更
町
１
３
０
０
ｔ

　

２
位
東
川
町
１
２
２
０
ｔ

　

３
位
伊
達
市　

９
９
９
ｔ

　

４
位
江
別
市　

９
２
８
ｔ

　

５
位
厚
真
町　

６
４
０
ｔ

と
な
っ
て
い
る
。

　

50
年
前
の
１
９
７
４
年
に

「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
」
が
指
定
野

菜
に
な
っ
て
か
ら
半
世
紀
も

の
間
、
特
定
野
菜
が
検
討
会

議
の
俎
上
に
あ
が
ら
な
い
の

も
不
思
議
な
出
来
事
。
今
回

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
格
上
げ
の

俎
上
に
あ
が
っ
た
の
は
近
年

の
消
費
量
の
急
激
な
増
加
に

理
由
が
あ
り
、
食
卓
を
賑
わ

す
人
気
野
菜
だ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
確
か
に
、
売
り
場

で
は
よ
く
冷
え
た
状
態
で
、

大
事
に
売
ら
れ
て
い
る
。
決

ま
っ
て
品
定
め
し
て
い
る
消

費
者
が
売
り
場
に
い
る
。

　

く
せ
の
な
い
独
特
の
食
感
、

子
ど
も
に
も
大
人
気
と
聞
く
。

栄
養
面
を
調
べ
て
み
た
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
、β

-

カ
ロ
テ
ン
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｋ
や
鉄
分
を
豊
富
に
含

む
。
食
物
繊
維
が
豊
富
。

　

β

-

カ
ロ
テ
ン
は
体
内

で
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
に
変
化
し
、

鉄
分
の
吸
収
を
助
け
る
。
抗

酸
化
作
用
が
あ
り
、
癌
や
動

脈
硬
化
予
防
に
役
立
つ
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
豊
富
、
レ

モ
ン
や
イ
チ
ゴ
よ
り
も
含
有

量
が
多
い
。
鉄
分
や
葉
酸
は

貧
血
予
防
に
役
立
つ
。
ビ
タ

ミ
ン
Ｋ
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸

収
を
助
け
る
働
き
が
あ
る
。
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　生産者が収穫した新鮮野菜を販売しています。
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今
回
は
店
頭
の
値
段
に
つ

い
て
読
者
の
皆
さ
ん
と
考
え

て
み
た
い
。　

　
「
価
格
が
安
け
れ
ば
い
い
」

の
論
法
で
い
っ
た
ら
社
会
経

済
は
成
立
し
な
い
。
同
じ
よ

う
に
企
業
の
経
営
側
か
ら

「
社
員
の
給
料
は
安
け
れ
ば

い
い
」
で
は
社
員
の
生
活
は

困
窮
し
て
、
余
裕
あ
る
暮
ら

し
は
で
き
な
い
。

　

筆
者
は
ス
ー
パ
ー
に
日
配

品
（
豆
腐
な
ど
）
を
入
れ
て

　

バ
ナ
ナ
も
安
定
し
た
価
格

帯
で
売
ら
れ
て
い
た
。
極
端

に
表
現
す
れ
ば
、
一
年
中
同

じ
価
格
で
売
ら
れ
て
い
た
。

業
を
煮
や
し
た
の
は
バ
ナ
ナ

生
産
国
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
だ
。

「
日
本
の
ス
ー
パ
ー
は
高
い

値
段
で
売
っ
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
た
こ
と
を
皆
さ
ん

は
覚
え
て
い
ま
す
か
？　

　

安
い
価
格
帯
で
売
ら
れ
、

物
価
の
優
等
生
だ
っ
た
。
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
生
産
者
は
日
本

の
商
社
に
安
く
買
い
た
た
か

れ
て
い
た
。
こ
れ
の
解
消
を

直
に
日
本
に
来
て
流
通
業
界

に
呼
び
か
け
た
。
そ
れ
以
来
、

心
持
ち
店
頭
価
格
は
そ
れ
ま

で
よ
り
も
高
い
値
段
で
売
ら

れ
て
い
る
の
は
お
気
づ
き
だ

ろ
う
か
？　

フ
ィ
リ
ピ
ン
現

地
に
行
か
な
け
れ
ば
、
生
産

者
の
手
取
り
が
増
え
た
か
ど

う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
フ
ェ

い
る
会
社
経
営
者
と
会
話
し

た
と
き
、「
私
の
と
こ
ろ
の

商
品
は
３
掛
け
で
ス
ー
パ
ー

の
買
い
取
り
だ
よ
」。
１
０

０
円
の
豆
腐
な
ら
ば
30
円
で

買
い
取
る
と
い
う
意
味
。
筆

者
は
「
ム
リ
で
し
ょ
う
、
原

料
費
も
人
件
費
も
こ
れ
だ
と

出
て
来
な
い
」。
欠
品
を
出

し
た
く
な
い
ス
ー
パ
ー
は
毎

日
大
目
に
仕
入
し
て
お
く
の

だ
が
、
豆
腐
は
日
持
ち
し
な

い
か
ら
売
れ
残
り
は
廃
棄
す

る
ロ
ス
が
発
生
す
る
。
そ
れ

を
見
込
ん
で
の
「
３
掛
け
の

仕
入
れ
価
格
」
な
の
だ
が
、

こ
れ
は
不
合
理
な
価
格
設
定

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

ひ
と
こ
ろ
物
価
の
優
等
生

と
言
わ
れ
た『
玉
子
』も『
バ

ナ
ナ
』
も
〝
か
ら
く
り
〞
が

あ
っ
た
。

　

玉
子
は
去
年
の
出
来
事
だ

か
ら
記
憶
に
あ
る
は
ず
。
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
発
症
で
、
発
生
源
の
ニ
ワ

ト
リ
は
大
量
処
分
さ
れ
て
、

急
激
に
鶏
卵
の
供
給
量
が
減

っ
た
か
ら
価
格
が
高
騰
し
た
。

近
頃
、
価
格
は
落
ち
着
い
た

が
発
症
前
の
値
段
に
は
戻
れ

な
い
。

　

今
度
は
世
界
規
模
で
穀
物

相
場
が
高
騰
を
続
け
、
さ
ら

に
時
代
の
要
請
と
し
て
の
賃

金
ア
ッ
プ
や
、
電
気
料
金
・

輸
送
コ
ス
ト
の
上
昇
が
店
頭

価
格
を
押
し
上
げ
て
い
る
。

　

実
は
以
前
に
も
紙
面
で

「
鶏
卵
か
ら
見
え
る
日
本
の

〝
食
〞
思
想
」
を
取
り
上
げ

た
こ
と
が
あ
る
。
鶏
卵
は
実

際
に
国
内
で
95
％
生
産
さ
れ

て
い
る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
換

算
で
見
る
食
料
自
給
率
は
10

％
と
い
う
低
い
数
字
だ
。
な

ぜ
な
ら
鶏
に
与
え
る
餌
の
ほ

と
ん
ど
が
輸
入
さ
れ
た
穀
物

に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

輸
入
穀
物
が
高
騰
し
、
円
安

が
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け

る
。
か
つ
て
の
物
価
の
優
等

生
の
価
格
帯
に
は
戻
れ
な
い
。

安
け
れ
ば
い
い
で
は

ど
こ
か
が
割
損
を
受
け
る

適
正
価
格
で
取
引
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

ア
ト
レ
ー
ド
の
視
点
に
立
っ

て
、
バ
ナ
ナ
を
見
た
い
も
の
。

実
は
中
村
代
表
も
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
の
思
想
を
持
つ
。

　

対
米
交
渉
時
、
日
本
は
か

つ
て
自
動
車
や
鉄
鋼
製
品
の

輸
出
を
守
る
た
め
、
牛
肉
や

オ
レ
ン
ジ
の
門
戸
を
開
い
て

き
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
外

圧
で
国
内
農
業
を
犠
牲
に
し

て
工
業
品
を
守
っ
て
来
た
。

こ
れ
で
い
い
わ
け
が
な
い
。

　

本
紙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
何

度
も
訴
え
か
け
た
「
水
よ
り

も
安
い
牛
乳
の
値
段
」
で
は

誰
が
見
て
も
絶
対
に
お
か
し

い
の
だ
。

　

店
頭
価
格
は
〝
再
生
産
に

つ
な
が
る
適
正
価
格
〞
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
紹

介
す
る
「
ｋ
ｅ
ｅ
ｐ
Ａ
」
の

理
念
の
根
幹
は
そ
こ
に
あ
る
。

生
産
者
も
流
通
も
消
費
者
も
、

皆
が
理
解
し
合
え
る
適
正
価

格
と
い
う
も
の
が
あ
る
は
ず
。

「
安
全
・
安
心
な
農
産
物
」

を
作
る
に
も
余
分
な
経
費
が

係
る
と
い
う
も
の
だ
。
モ
ノ

の
価
格
と
い
う
も
の
は
そ
う

い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

　

ｋ
ｅ
ｅ
ｐ
Ａ
は
今
の
と
こ

ろ
石
狩
・
空
知
圏
の
19
法
人

の
生
産
者
の
ほ
か
、
流
通
業

者
と
し
て
北
雄
ラ
ッ
キ
ー
㈱
、

㈱
ア
イ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
、
ユ
ニ
バ
ー
ス
が
参

加
し
て
い
る
。「
将
来
的
に

は
日
本
全
国
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
た
い
」
と
す
る
。

発
足
し
て
ま
だ
一
年
足
ら
ず

だ
が
、
着
実
に
実
績
を
重
ね

て
ほ
し
い
も
の
だ
。

　

さ
て
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

の
思
想
は
コ
ー
ヒ
ー
や
カ
カ

オ
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
。

先
に
触
れ
た
バ
ナ
ナ
も
そ
う

だ
し
、
途
上
国
の
安
い
労
賃

に
支
え
ら
れ
た
縫
製
品
も
そ

う
だ
。
南
ア
フ
リ
カ
の
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
も
し
か
り
。
欧
州

で
は
産
出
国
の
児
童
労
働
の

有
無
、
低
賃
金
労
働
の
有
無

労
働
条
件
な
ど
し
っ
か
り
調

べ
て
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。

　

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
思
想
は

貿
易
上
の
や
り
取
り
に
限
っ

た
話
で
は
な
い
。
国
内
の
異

業
種
間
取
引
で
も
「
公
正
な

取
引
」
は
当
た
り
前
の
こ
と
。

　

今
回
は
適
正
価
格
に
つ
い

て
触
れ
て
み
た
。モ
ノ
の「
価

格
」
に
公
正
な
規
範
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

発
足
に
先
立
ち
昨
年
３
月
に
開

催
さ
れ
た
説
明
会

札
幌
市
中
央
区
南
１
条
西
16

丁
目
春
野
ビ
ル
３
Ｆ

（
㈱
Ｇ
Ｂ
産
業
化
設
計
内
）

℡
0
1
1・2
1
1・4
6
8
9

●
ｋ
ｅ
ｅ
ｐ
Ａ
協
議
会

新篠津つちから農場㈱・ｋｅｅｐＡ協議会
中村 好伸 代表

新篠津つちから農場の玉ねぎ畑でスタッフ一同

　

「
こ
の
ま
ま
農
業
を
続
け
ら
れ
る
の
か
」
、
生
産
者
の
誰

も
が
一
度
や
二
度
、
考
え
た
こ
と
が
あ
る
。
最
近
の
経
営
環

境
は
想
定
外
の
要
因
（
戦
争
や
世
界
的
異
常
気
象
）
も
加
わ

り
、
ま
す
ま
す
農
業
の
経
営
環
境
を
困
難
に
し
て
い
る
。
昨

年
春
、
同
じ
思
い
を
描
く
生
産
者
や
流
通
業
者
な
ど
が
結
集

し
「
ｋ
ｅ
ｅ
ｐ
Ａ
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
て
ち
ょ
う
ど
一
年

経
っ
た
。
協
議
会
代
表
で
も
あ
る
「
新
篠
津
つ
ち
か
ら
農
場

㈱
」
の
中
村
好
伸
社
長
に
取
材
を
敢
行
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
材
・
文　

山
田
勝
芳

再
生
産
に
つ
な
が
る
適
正
価
格
を
求
む

こ
の
ま
ま
で
は
も
う
農
業
は
で
き
な
く
な
る

こ
の
ま
ま
で
は
も
う
農
業
は
で
き
な
く
な
る

久保氏は移住者だが
北海道に対する
郷土愛は北海道人以上である。

既刊「北海道２００年構想」の著者による

北海道に魅了された著者による
折々にキラリと光る53の逸話

著者　

発行　

久保信彦

ＰＨＰ
エディターズ
グループ
本体1200円

（税別）
定価　 イーハトーヴ編集長　山田勝芳

「ぶらり人生 五十三次」
発売中

第二弾

「縄文人とアイヌ」シリーズ４弾

著者　澤田 健一　
本体１５００円＋税

「大和朝廷 VS
　　邪馬台国」

絶賛発売中！
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日
本
食
は
世
界
中
の
国
が

認
め
る
、
健
康
的
な
食
習
慣

の
代
名
詞
で
す
。「
一
汁
三
菜
」

は
ま
さ
に
日
本
食
の
基
本
で

す
ね
。
ご
飯
に
味
噌
汁
、
お

ひ
た
し
に
漬
物
、
そ
し
て
メ

イ
ン
の
焼
き
魚
で
一
汁
三
菜

で
す
ね
。

　

大
豆
由
来
の
「
味
噌
」
は

英
語
で
も「
ｍ
ｉ
ｓ
ｏ
」（
み
そ
）

で
万
国
共
通
語
で
す
。「
味

噌
汁
」
は
「
ｍ
ｉ
ｓ
ｏ‐ｓ
ｏ
ｕ
ｐ
」

（
み
そ
ス
ー
プ
）。「
醤
油
」
は

「
ｓ
ｏ
ｙ　
ｓ
ａ
ｕ
ｃ
ｅ
」（
ソ
イ

ソ
ー
ス
）で
す
。
ス
ー
パ
ー
で

普
通
に
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

古
い
話
で
す
が
ヒ
ラ
リ
ー

ク
リ
ン
ト
ン
が
大
統
領
夫
人

だ
っ
た
時
代
、
ク
リ
ン
ト
ン

大
統
領
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
と

し
て
食
事
に
「
豆
腐
」
を
用

意
し
た
そ
う
で
す
。
日
本
食

の
大
豆
食
品
の
優
秀
さ
を
物

語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
ね
。

　

元
々
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ

て
大
豆
は
家
畜
の
餌
で
あ
っ

て
人
が
食
べ
る
習
慣
は
ま
っ

た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
で
は
大
豆
は
高
た
ん
ぱ
く

で
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
な
点
が

評
価
さ
れ
、
大
豆
食
品
を
好

ん
で
摂
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
日
本
食
の
優
秀
さ
を
習

得
し
た
か
ら
で
す
。　
　

　

農
耕
的
な
生
活
を
送
っ
て

い
た
日
本
人
は
諺
の
中
に
名

残
が
見
ら
れ
ま
す
。
冒
頭
の

「
小
豆
は
晴
れ
の
食
べ
物
、
大

豆
は
褻
の
食
べ
物
」
が
今
も

生
活
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
食
文
化
で
は
米

は
最
も
重
要
な
主
食
で
す

が
、
大
豆
（
由
来
食
品
）
も

ま
た
米
と
同
格
と
い
っ
て
い

い
ほ
ど
重
要
な
存
在
で
す
。

し
か
し
、
大
豆
の
自
給
率
は

約
７
％
と
非
常
に
寂
し
い
数

字
で
す
。
海
外
依
存
度
は
約

93
％
で
す
。「
大
豆
は
と
っ
く

の
昔
に
捨
て
た
!?
」、
こ
れ
で

い
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
紙
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
は

日
々
、
生
産
者
、
加
工
業
者
、

流
通
サ
イ
ド
と
接
触
し
て
新

聞
を
創
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
感
じ
る
こ
と
は
消
費
者

の
声
や
行
動
が
意
外
と
伝
わ

っ
て
い
な
い
こ
と
。
も
っ
と
大

き
な
声
、エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な

行
動
で
消
費
者
の
考
え
を
示

し
て
い
か
な
い
と
、
消
費
者

　
『
小
豆
は
お
祝
い
や
お
祭
り
の
と
き
に
使
わ
れ
る
食
べ
物
で
、

大
豆
は
日
常
の
食
生
活
で
よ
く
使
わ
れ
る
食
べ
物
』の
意
。

　

３
月
、４
月
は
ひ
な
祭
り
や
お
彼
岸
、卒
園
・
卒
業
や
入
学
の

季
節
で
す
。ひ
な
祭
り
に
は
小
豆
餡
の「
桜
餅
」、お
彼
岸
に
は

「
お
は
ぎ
」、卒
園
・
新
入
学
の
お
祝
い
に
は「
紅
白
饅
頭
」や「
赤

飯
」が
食
卓
に
上
が
り
ま
す
ね
。

の
思
い
は
何
処
に
も
伝
わ
り

ま
せ
ん
。

　
「
大
豆
の
自
給
率
を
上
げ

よ
う
」
で
は
な
く
、
私
た
ち

の
実
際
の
消
費
行
動
で
国
産

（
道
産
）
志
向
を
明
確
に
す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
や

が
て
、
そ
の
消
費
行
動
は
加

工
す
る
現
場
に
伝
わ
り
、
生

産
者
の
作
付
け
に
現
れ
て
く

る
は
ず
で
す
。つ
ま
り
、
消

費
者
側
が
巻
き
起
こ
す
「
国

産
大
豆
復
活
運
動
」で
す
。

　

日
本
の
食
料
自
給
率
は
38

％
で
す
。
緩
慢
に
構
え
れ
ば

自
給
率
は
落
ち
、
こ
れ
は
生

産
の
縮
小
と
淘
汰
を
意
味
し

ま
す
。
国
民
が
自
国
の
食
料

を
守
る
と
い
う
強
い
意
志
が

あ
れ
ば
、
日
本
の
農
業
は
持

続
で
き
ま
す
。

　「
豆
食
」
は
日
本
独
特
の
食
文
化
で
す
。
と
り
わ
け
大
豆
と

小
豆
は
日
本
人
の
食
生
活
に
様
々
な
食
べ
方
で
摂
り
入
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。
諺
に
「
小
豆
は
晴
れ
の
食
べ
物
、
大
豆
は
褻

（
け
）
の
食
べ
物
」
と
あ
り
ま
す
が
、
日
本
人
の
大
豆
と
小
豆

の
接
し
方
を
的
確
に
言
い
表
し
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
に「
黒

豆｣

や
「
大
正
金
時
豆
」
な
ど
食
卓
に
上
が
る
豆
類
を
集
め
て

み
ま
し
た
。「
豆
料
理
は
調
理
に
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
る
」
な

ん
て
い
わ
ず
に
、
も
っ
と
豆
食
を
摂
り
入
れ
ま
し
ょ
う
！

『
小
豆
は
晴
れ
の
食
べ
物
、

　
　

大
豆
は
褻（
け
）の
食
べ
物
』

豆
の
こ
と
わ
ざ

豆
類
は
豊
富
な
た
ん
ぱ
く
質
を
含
ん
だ

栄
養
価
の
高
い
食
品
で
す

本
紙
は「
大
豆
チ
ェ
ン
」を

提
唱
し
て
い
ま
す

こ
と
わ
ざ
の
意
味

白花豆白花豆 黒豆黒豆

とら豆とら豆 うずら豆うずら豆

大福豆大福豆 大正金時豆大正金時豆

小豆小豆

大豆大豆

大豆チェン
ま め

日本
食にと

って米と大豆は同格
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♥
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。
今
月
号
で
特
に
興

味
深
か
っ
た
の
は
「
第
12
回

米

-

１
グ
ラ
ン
プ
リ
㏌
ら

ん
こ
し
」
の
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

お
米
の
大
会
が
蘭
越
で
開
催

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
の
で
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
入
賞
さ
れ
た
人
も
北

海
道
の
方
が
多
く
、
米
農
家

の
皆
さ
ま
の
努
力
の
結
果
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に

食
べ
て
み
た
い
で
す
。

（
札
幌
市
Ｔ
・
Ｏ
さ
ん
ほ
か
多
数
）

♥
荒
川
弘
の
百
姓
貴
族
と
い

う
マ
ン
ガ
を
国
民
全
員
が
読

ん
だ
方
が
い
い
と
思
う
。
面

白
い
中
で
も
タ
メ
に
な
っ
た
り
、

勉
強
に
な
っ
た
り
す
る
の
で
。

（
京
極
町
Ｈ
・
Ｍ
さ
ん
）

♠
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
持
続
可
能
な
農

業
政
策
及
び
食
料
自
給
率
向

上
、
輸
入
に
頼
ら
な
い
農
業

の
在
り
方
。
私
も
農
作
物
を

育
て
収
穫
す
る
体
験
を
通
し

て
共
に
考
え
実
行
す
る
指
針

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
繰
り
返
し
情
報
発
信
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
鷹
栖
町
Ｓ
・
Ｋ
さ
ん
）

♥
消
費
者
と
生
産
者
の
大
切

な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
記

事
を
読
ん
で
、
食
べ
物
に
つ

い
て
も
っ
と
た
く
さ
ん
考
え
て

い
こ
う
と
改
め
て
思
い
直
し
ま

し
た
。
次
号
も
楽
し
み
で
す
。

（
小
樽
市
Ｏ
・
Ｈ
さ
ん
）

♠
普
段
は
な
な
つ
ぼ
し
の
購

入
で
す
が
、
米

-

１
グ
ラ
ン

プ
リ
を
読
ん
だ
の
で
蘭
越
産

の
ゆ
め
ぴ
り
か
を
食
し
て
み

た
い
で
す
が
見
つ
か
る
か
な
？

（
札
幌
市
Ｔ
・
Ｍ
さ
ん
）

♥
農
業
、
林
業
、
子
育
て
な

ど
様
々
な
切
り
口
か
ら
の
問

題
提
起
で
、
考
え
さ
せ
ら
れ

る
記
事
ば
か
り
で
し
た
。
道

民
と
し
て
、
一
消
費
者
と
し

て
常
に
多
様
な
課
題
へ
問
題

意
識
を
持
ち
な
が
ら
生
活
し
て

い
か
な
く
て
は
と
感
じ
ま
す
。

（
苫
小
牧
市
Ｓ
・
Ｅ
さ
ん
）

♥
出
身
地
・
風
連
の
大
福
が

載
っ
て
い
て
嬉
し
い
！
紙
面

も
読
み
ご
た
え
が
あ
り
ま
す
。

（
旭
川
市
Ｓ
・
Ｈ
さ
ん
）

♥「
難
消
化
性
で
ん
ぷ
ん
」

の
存
在
は
初
め
て
知
り
ま
し

た
。Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
さ
ん
で
購

入
し
て
み
た
い
。

（
苫
小
牧
Ｍ
・
Ｒ
さ
ん
ほ
か
多
数
）

♥
編
集
長
の
ひ
と
り
ご
と
、

本
当
に
そ
う
思
う
。
毎
日
牛
乳

を
欠
か
せ
な
い
が
、
牛
乳
を
捨

て
る
こ
と
に
心
が
痛
み
ま
す
。

（
札
幌
市
Ｓ
・
Ｍ
さ
ん
）

♥
２
氏
の
対
談
は
非
常
に
重

要
な
テ
ー
マ
で
し
た
。
人
間

何
よ
り
も
「
食
」
が
中
心
で

あ
る
べ
き
。
形
だ
け
の
協
議

会
な
ど
の
会
議
だ
け
で
な
く
、
実

行
、
進
展
の
あ
る
一
年
一
年

を
！
（
鷹
栖
町
Ｏ
・
Ｊ
さ
ん
）

♠
人
口
減
は
北
海
道
の
大
部

分
が
当
て
は
ま
る
の
で
真
剣

に
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

　
　
（
北
広
島
市
Ｗ
・
Ｊ
さ
ん
）

♥
ミ
ル
ク
＆
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ

ー
ズ
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
、

最
終
日
に
丸
井
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
北
海
道
の
チ
ー
ズ

が
た
く
さ
ん
並
び
大
勢
の
人

た
ち
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
前
で
す
が
あ
る
料
理

教
室
で
宮
島
さ
ん
の
話
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
以

来
、
進
徳
の
共
働
学
舎
の
チ

ー
ズ
フ
ァ
ン
に
な
り
、
フ
ェ

ア
が
開
催
さ
れ
る
た
び
、
こ

こ
の
チ
ー
ズ
を
購
入
し
て
い

ま
す
。（

札
幌
市
Ｍ
・
Ｔ
さ
ん
）

＊
た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
Ｙ
）

読
者
か
ら
の
お
便
り

イーハトーヴの新聞づくり応援者の方、
この と～ま～れ。ゆびこの と～ま～れ。ゆび

イーハトーヴサポートクラブ

※年会費１口１万円
※本紙及び姉妹誌月刊ISMを毎号郵送

参加希望の方は、電話・FAX・
ハガキで編集室まで

メンバー募集中！

「ホッくん」 「マイちゃん」

〒078-8383
北海道旭川市西神楽3線8号
℡（0120）049-397
http://www.yukihikari.com/

農業生産法人 市川農場
代表取締役  市川 範之

ゆめぴりかを超える新しい北海道米

「ゆきさやか」
市川農場が世に出したお米です。

正規品

Ｇ
Ａ
Ｐ
農
場
か
ら
消
費
者
に
伝
え
た
い
こ
と

　

本
紙
の
２
０
１
９
年
１
・
２
月
号
か
ら
お
よ
そ
５

年
間
、Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
農
場
と
生
産
者
を
紹
介
し
て
き

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
接
し
て
き
た
消
費
者
の
大
多
数

で
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
周
知
度
は
ま
だ
ま
だ
低
い
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
文
／
山
田　

勝
芳

　

消
費
者
に
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
が

知
れ
渡
ら
な
い
第
一
の
理
由

は
、
売
り
場
で
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証

作
物
を
目
に
す
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
い
か
ら
だ
。
要
す

る
に
産
地
名
は
袋
に
プ
リ
ン

ト
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に

は
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
」
の
文
字

が
な
い
。
一
緒
に
プ
リ
ン
ト

さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
極
め

て
稀
な
こ
と
。

　

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
ロ
ゴ
を
入
れ
る

に
は
登
録
機
関
に
パ
テ
ン
ト

料
金
を
払
う
仕
組
み
が
あ
る

と
聞
く
。
生
産
者
か
ら
見
れ

ば
、
高
い
料
金
を
掛
け
て
検

定
機
関
の
指
導
の
下
で
認
証

農
場
を
取
得
し
た
う
え
、
さ

ら
に
予
算
を
か
け
て
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
売

り
場
に
来
る
消
費
者
に
周
知

さ
れ
に
く
い
理
由
と
い
え

る
。　

　

G
ood

　

A
gricultural

　

P
ractices

　
「
良
い
農
業
を
実
践
す
る
」

の
意
。
農
薬
の
残
留
、
病
原

微
生
物
や
重
金
属
等
の
付

着
・
混
入
な
ど
、
消
費
者
の

安
全
・
安
心
を
脅
か
す
危
害

が
発
生
し
な
い
よ
う
に
生
産

物
を
チ
ェ
ッ
ク
・
管
理
で
き

る
。
加
え
て
環
境
保
全
や
作

業
者
の
労
働
安
全
の
ほ
か
、

経
営
改
善
に
も
有
効
な
手

法
。
道
も
、「
食
の
北
海
道
ブ

ラ
ン
ド
」
を
さ
ら
に
向
上
さ

せ
る
た
め
、
産
地
に
Ｇ
Ａ
Ｐ

取
得
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

消
費
者
に
浸
透
し
、
購
買

時
の
判
断
材
料
に
な
っ
て
く

れ
ば
、
生
産
者
サ
イ
ド
も
認

証
を
受
け
た
い
と
考
え
る
機

運
も
湧
い
て
く
る
の
だ
が
、

そ
う
な
れ
ば
本
物
だ
。

　

欧
米
で
は
認
証
は
「
取
っ

て
当
た
り
前
」
の
感
覚
、
国

際
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る

都
市
の
飲
食
店
で
は
Ｇ
Ａ
Ｐ

認
証
の
農
畜
産
物
を
使
う
の

が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
飲
食
店
で
食
材
と
し

て
使
わ
れ
る
必
須
条
件
だ
。

　

日
本
農
業
も
〝
井
の
中
の

蛙
〞
と
な
ら
な
い
で
国
際
基

準
に
合
致
す
る
よ
う
に
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
道
内

の
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
経
営
体
の

推
移
は
、
２
０
２
０
年
（
オ

食
の
安
全
は
必
須
だ
が

３
０
０
件
ち
ょ
っ
と
で
推
移

国
の
政
策
に
則
り

平
成
20
年
か
ら
体
制
強
化

農
場
が
世
界
基
準
を
保
つ
大
切
さ

リ
ン
ピ
ッ
ク
）
３
３
９
件
，

２
０
２
１
年
３
１
６
件
，
２

０
２
２
年
３
１
３
件
と
な
っ

て
い
る
。Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｇ
．

Ａ
．Ｐ
．
は
公
表
さ
れ
て
い

な
い
が
道
内
１
４
０
件
の
認

証
を
確
認
（
道
農
政
部
調

べ
）。

　

農
産
物
輸
出
は
近
年
で
は

一
般
的
に
な
っ
た
。
こ
こ
で

強
み
を
発
揮
で
き
る
の
が
Ｇ

Ａ
Ｐ
認
証
の
農
畜
産
物
で
あ

る
か
ど
う
か
、
だ
。

　

そ
こ
で
国
は
世
界
基
準
を

国
内
産
地
に
浸
透
さ
せ
る
べ

く
、
国
は
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
さ
せ

る
方
策
を
と
る
。「
２
０
３

０
年
ま
で
に
ほ
ぼ
す
べ
て
の

産
地
で
国
際
水
準
Ｇ
Ａ
Ｐ
を

実
施
」
と
な
っ
て
い
る
。
４

年
前
に
閣
議
決
定
し
た
こ
と

だ
が
、
６
年
後
ま
で
の
達
成

は
ほ
ぼ
無
理
。

　

道
は
２
０
０
８
（
平
成

20
）
年
４
月
か
ら
各
総
合
振

興
局
・
振
興
局
の
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
に
担
当
者
を

配
置
し
、Ｇ
Ａ
Ｐ
導
入
を
働

き
か
け
て
い
る
。

㈱ファームホロは２０１９年にＪＧＡＰ取得

㈱なまら十勝野は全生産者がＪＧＡＰ取得が必須だ

岩見沢農高は２０１７年に取得
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中
和
石
油
グ
ル
ー
プ
（
本

部
・
札
幌
）
の
人
材
派
遣
会

社
・
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ 

Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ

Ｎ 

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｙ
㈱
で

は
、
国
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
企

業
か
ら
の
求
人
に
応
え
る
べ

く
、
日
本
人
・
外
国
人
を
問

わ
ず
幅
広
く
派
遣
・
人
材
紹

介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
内
で
は
人
手
不

足
・
労
働
力
不
足
が
深
刻
化

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
介
護

関
連
の
事
業
で
は
、
外
国
人

人
材
に
頼
ら
な
け
れ
ば
継
続

が
困
難
な
状
況
と
ま
で
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
同
社
で
は
、

特
に
介
護
福
祉
業
界
に
向
け

て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の

海
外
人
材
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
同
国
の
看
護
・
介
護

専
門
学
校
と
提
携
し
、
在
学

中
か
ら
日
本
語
検
定
３
級
取

介
護
人
材
派
遣
は
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ 

Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｙ
㈱
に
お
任
せ
！

「
特
定
技
能
１
号
取
得
者
」

で
、
日
本
の
技
術
を
本
国
に

持
ち
帰
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
技
能
実
習
生
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
日
本
の
人
材
不

足
解
決
を
目
指
し
て
制
定
さ

れ
た
「
特
定
技
能
制
度
」
は
、

よ
り
実
践
的
な
雇
用
条
件
で

採
用
可
能
で
す
。
昨
年
は
60

人
以
上
が
日
本
各
地
に
派
遣

さ
れ
、
う
ち
24
人
が
道
内
の

介
護
の
現
場
で
働
き
始
め
て

い
ま
す
。

　

介
護
だ
け
で
な
く
、
農
漁

業
に
も
人
材
を
紹
介
で
き
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
左
記
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ 

Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ 

Ｇ
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｙ
㈱
北
海
道
事
業
部

℡
0
1
1・5
9
4・8
5
0
0

【
問
い
合
わ
せ
先
】

●
中
和
石
油
グ
ル
ー
プ

得
を
目
指
し
た
日

本
語
教
育
・
現
場

教
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
は
、
人
口
の
約

９
割
が
イ
ス
ラ
ム

教
を
信
仰
し
て
お

り
、「
介
護
職
」「
看

護
職
」
が
徳
の
高

い
職
業
と
し
て
非

常
に
人
気
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、

専
門
学
校
卒
業
生

の
就
職
率
は
５
〜

６
割
の
た
め
、
学

生
の
う
ち
に
就
職

を
斡
旋
す
る
の
は
、

現
地
の
人
た
ち
に

と
っ
て
も
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　

同
社
が
紹
介

す
る
人
た
ち
は

トリカブトをニリンソウと間違えて食べ、中毒死する事故が多々発生しています。

グループ企業
㈱アークス　㈱ラルズ　㈱ユニバース　㈱ベルジョイス
㈱福原　㈱道北アークス　㈱東光ストア　㈱道南ラルズ

㈱道東アークス　㈱伊藤チェーン　㈱オータニ　㈱エルディ
札幌市中央区南13条西11丁目2番32号　TEL.011-530-1000　URL https://www.arcs-g.co.jp

北海道・東北・北関東に広がる377店舗

豊かな大地に輝く懸け橋

アークスグループは、地域のライフラインとして価値ある商品、
サービスを低価格で提供し、豊かな暮らしに貢献します。

2024年3月1日 （6）



　

昨
年
11
月
１
日
と
11
日
、

北
海
道
森
林
組
合
連
合
会

（
道
森
連
）
と
農
林
中
央
金

庫
札
幌
支
店
は
、
北
海
道
コ

ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
と
連
携
し

て
、
道
産
木
材
の
魅
力
を
発

信
す
る
取
り
組
み
を
行
い
ま

し
た
。

　

北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札

幌
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
北
海

道
産
木
材
の
魅
力
や
森
林
循

環
の
大
切
さ
を
発
信
す
る
取

参
加
し
た
木
育
マ
イ
ス
タ
ー

を
講
師
に
迎
え
、「
マ
イ
箸

づ
く
り
体
験
」、「
木
の
マ
グ

ネ
ッ
ト
づ
く
り
体
験
」
を
行

い
ま
し
た
。

　

親
子
連
れ
の
サ
ポ
ー
タ
ー

が
参
加
し
て
、
マ
イ
箸
づ
く

り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
道

森
連
と
農
林
中
央
金
庫
が
こ

れ
に
協
力
し
て
、
連
携
企
画

が
実
現
し
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
に
は
、
札
幌
市

西
区
宮
の
沢
に
あ
る
ク
ラ
ブ

拠
点
の
サ
ッ
カ
ー
場
で
、
道

産
木
材
を
使
用
し
た
木
の
お

も
ち
ゃ
の
寄
贈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の
浅

野
雄
也
選
手
と
菅
大
輝
選
手

に
、
道
森
連
の
有
末
道
弘
会

長
と
農
林
中
央
金
庫
の
熊
木

耕
一
北
海
道
営
業
部
長
が
、

木
製
の
パ
ズ
ル
、
ド
ミ
ノ
、

積
み
木
、
バ
ラ
ン
ス
ゲ
ー
ム
、

お
も
ち
ゃ
箱
ほ
か
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

　

続
い
て
11
月
11
日
に
は
、

サ
ッ
カ
ー
場
で
行
わ
れ
た

木
の
お
も
ち
ゃ
贈
呈
式

道
水
産
林
務
部
の
協
力
で
札

幌
ド
ー
ム
の
木
育
イ
ベ
ン
ト

認
定
こ
ど
も
園
へ

「
木
の
お
も
ち
ゃ
」を
寄
贈

北
海
道
森
林
組
合
連
合
会
（
道
森
連
）の
木
育
へ
の
取
り
組
み

北
海
道
森
林
組
合
連
合
会
（
道
森
連
）の
木
育
へ
の
取
り
組
み

民
の
皆
さ
ん
に
理
解
い
た
だ

き
、
森
林
組
合
や
市
町
村
な

ど
が
取
り
組
む
地
域
森
林
環

境
教
育
な
ど
の
活
動
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
林
水
産
業
の
協

同
組
織
を
基
盤
と
す
る
金
融

機
関
で
あ
る
農
林
中
央
金
庫

で
は
、
こ
う
し
た
道
森
連
の

活
動
に
賛
同
の
上
、
木
の
温

も
り
や
森
林
の
大
切
さ
を
伝

え
る
取
り
組
み
を
通
じ
、
国

産
材
利
用
拡
大
を
目
指
す
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
そ
の
一
環
と
し

て
、
市
町
村
が
設
置
し
た
認

定
こ
ど
も
園
の
う
ち
、
幌
延

町
の
「
幌
延
町
認
定
こ
ど
も

園
」、
北
斗
市
の
「
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
『
七
重
浜

子
ど
も
園
』」
に
、
道
産
材
で

作
ら
れ
た
「
木
の
お
も
ち
ゃ
」

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
木
の
お
も
ち
ゃ
」

の
寄
贈
は
、
乳
幼
児
期
か
ら

「
木
に
ふ
れ
あ
う
」
機
会
を

創
出
し
、「
木
」
に
対
す
る
豊

か
な
感
性
と
心
を
養
い
、
想

像
力
を
高
め
る
「
木
育
」
の

場
づ
く
り
を
支
援
す
べ
く
２

０
１
５
年
度
か
ら
実
施
し
て

お
り
、
今
年
度
で
９
年
目
の

取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

コンサドーレ札幌の浅野雄也選手（右）と菅大輝選手（左）に道産木材のおもちゃを寄贈

コンサドーレのシャツを着て、
木のプールで楽しく遊ぶ子どもたち

幌延町役場で開かれた贈呈式。左から、吉田忠雄留萌北部森林組合長、
熊木耕一農林中央金庫札幌支店北海道営業部長、吉本淳一道森連理事、

野々村仁幌延町長、鈴木由香里園長

親子連れのサポーターが、
クルミ材を削ってマイ箸づくりに挑戦中

シ
リ
ー
ズ

森
を
ま
も
る
、
育
て
る
、
活
か
す

Ｊ
リ
ー
グ
の
対
サ
ン
フ
レ
ッ

チ
ェ
広
島
戦
が
開
催
さ
れ
た

札
幌
ド
ー
ム
内
（
コ
ン
サ
キ

ッ
ズ
ラ
ン
ド
）
で
、
道
水
産

林
務
部
の
協
力
を
得
て
、
こ

れ
ら
道
産
木
材
の
木
の
お
も

ち
ゃ
を
使
っ
た
木
育
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

試
合
の
３
時
間
前
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
、
寄
贈
し
た
お

も
ち
ゃ
に
加
え
、
道
森
連
・

道
が
所
有
す
る
木
の
プ
ー
ル

な
ど
を
設
置
。
試
合
観
戦
の

前
に
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
道
内
各
地
か
ら

り
で
は
、
ク
ル
ミ
材
を
カ
ン

ナ
で
削
り
、
や
す
り
を
掛
け
、

仕
上
げ
に
ク
ル
ミ
油
を
塗
布

し
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
工

作
の
前
に
は
、
木
の
種
類
、

木
材
の
性
質
な
ど
に
つ
い
て

も
、
木
育
マ
イ
ス
タ
ー
が
わ

か
り
や
す
く
伝
え
て
い
ま
し

た
。

　

道
森
連
で
は
、
環
境
保
全

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
森
林
を
次
代
へ
と
つ
な

ぐ
べ
く
、
持
続
可
能
な
森
づ

く
り
の
大
切
さ
を
多
く
の
道

〒060-0004
札幌市中央区北4条西5丁目1 林業会館4F

TEL（011）251-4151 / FAX（011）251-0780

北海道林業協会

コ
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ー
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札
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連
携

北
海
道
産
木
材
の
魅
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発
信

コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
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と
連
携

北
海
道
産
木
材
の
魅
力
を
発
信
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　応募方法は、①ご希望のプレゼント記号・商品名を明記のうえ、②お名前（フリガナも）③年齢④性
別⑤ご職業⑥郵便番号とご住所⑦電話番号⑧イーハトーヴを何処で手に入れたか⑨本紙へのご意
見、ご感想などを記入のうえ、本紙イーハトーヴまで、ハガキにてご応募ください。
　応募締切は2024年4月15日必着。
　宛先は、〒060-0003 札幌市中央区北3条西7丁目緑苑ビル913 （株）情報企画イーハトーヴ・プレ
ゼント係
　なお、当選者の発表は5月中の発送をもって代えさせていただきます。

問㈱久原本家 北海道
℡ 0123･47･8300

　「北海道スープカレー用スープ」は、北海道産炒め玉
ねぎによるコクを加えた、スパイス感のある中辛タイプ
で、お子様から大人まで美味しく召し上がれる本格スー
プカレーです。『北海道だしスープパスタ』の「焦がし玉
葱とバター醤油だし」は、北海道産玉ねぎをじっくり深煎
りして「甘さ」を最大限に引き出し、北海道産バターでコ
クを加えました。「花咲ガニと塩レモンだし」は、〝だしが
おいしいカニ〟といわれる北海道の「花咲ガニ」の風味
豊かなだしを活かし、レモンの風味を加えたさっぱり塩
味に仕上げました。

久原本家 北海道のブランド「北海道アイ」から
「北海道スープカレー用スープ」と
「北海道だしスープパスタ」２種の
3点セットを10名様

すべての酪農家に応援メッセージを届けたい
イーハトーヴ編集室から
「牛乳贈答券千円分」を１０名様

問イーハトーヴ編集室
牛乳・乳製品消費拡大キャンペーン事務局
℡ 011･271･7651(山田)

　酪農は今、試練の時。農政の不在が酪農界をどん底
に突き落としました。遅すぎる国の支援策、酪農家たち
は弱ってしまってから国は重い腰を上げます。TPPに舵
を切った日本、外国の乳製品が国内に大量に流通してい
ます。その分、国産の原料乳は工場からはじかれてしま
い、結果として乳余りが大量に出るのは当然の帰結で
す。牛乳が好きな人も、牛乳が合わない人も「牛乳贈答
券」を身近な人へのお礼の品として活用し、牛乳の消費
拡大運動に参加していきましょう。

福山醸造から
「トモエ 北海道の醤油蔵謹製 万能つゆ」
を６名様

　当社の醤油蔵で仕込んだ「本醸造特級しょうゆ」と「再
仕込みしょうゆ」をブレンドし、まろやかで醤油感のある
濃口で甘めの「道民好みの味」に仕上げました。さらに、
鰹節と宗田節からとっただしと、昆布エキスと椎茸エキス
の旨みを加えることで、香りよく厚みのある味を実現しま
した。

問福山醸造㈱
℡ 011･711･8181

ＪＡ新しのつから
「新しのつ米（ゆめぴりか）」
（5キロ入り）を3名様

　澄み切った清らかな空気、あふれる太陽、緑の広がる
新篠津村で作られ、有機肥料の使用による土作りに努
め、農薬や化学肥料の使用を最小限にとどめました。もっ
ちりとして甘みが強い、北海道がほこるブランド米です。
問ＪＡ新しのつ（直販課直販係）
℡0126･57･2311

　

最
近
は
規
格
外
農
産
物
で

も
普
通
に
ス
ー
パ
ー
の
売
り

場
に
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

モ
ノ
の
値
段
が
軒
並
み
上
が

り
、「
少
し
で
も
安
い
モ
ノ

を
」
と
、
消
費
者
は
素
直
に

求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特

に
根
菜
類
は
猛
暑
が
影
響
し

て
形
も
歪
で
し
か
も
収
穫
量

も
減
少
し
た
。
需
要
が
高
く

て
も
出
回
ら
な
い
事
態
も
。

林
檎
好
き
の
筆
者
は
不
便
し

た
、
こ
の
つ
つ
ま
し
さ
よ
。

　

値
段
が
上
が
っ
た
理
由
も

生
産
コ
ス
ト
（
肥
料
代
・
梱

包
資
材
費
・
電
気
料
金
・
燃

料
費
・
輸
送
費
）
が
上
昇
し

た
こ
と
、
猛
暑
で
作
物
の
劣

化
や
収
量
が
大
き
く
影
響
し

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
ロ
シ
ア
の
戦
争
も
影

響
し
た
。
戦
争
が
日
本
農
業

に
影
を
落
と
し
て
い
る
、
理

由
は
い
わ
ず
も
が
な
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

冒
頭
上
げ
た
よ
う
に
、
収

穫
量
も
減
っ
た
こ
と
も
価
格

上
昇
の
要
因
だ
。
だ
か
ら
、

小
ぶ
り
な
モ
ノ
、
形
が
少
し

歪
な
モ
ノ
で
も
価
格
を
下
げ

て
売
り
場
に
並
べ
ら
れ
る
。

モ
ノ
が
溢
れ
て
い
た
こ
ろ
は

見
向
き
も
さ
れ
な
か
っ
た
規

格
外
の
品
々
、
今
は
立
派
に

デ
ン
と
自
己
主
張
し
て
い

る
。
こ
れ
が
今
年
も
、
来
年

も
続
い
た
ら
日
本
人
の
食
は

ど
う
な
る
か
。
欠
食
時
代
が

駆
け
足
で
や
っ
て
来
る
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

近
年
「
も
っ
た
い
な
い
」

を
忘
れ
た
日
本
人
も
、
今
は

普
通
に
「
も
っ
た
い
な
い
」

と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ぞ
日
本
の
良
き
精
神
文

化
な
の
だ
。

　

戦
中
・
戦
後
の
物
資
不
足

の
時
代
を
経
験
し
た
日
本
人

は
モ
ノ
を
最
後
ま
で
使
い
切

る
こ
と
を
教
わ
り
、
そ
れ
は

「
徳
育
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し

編

集

長

の

ひ

と

り

ご

と

か
っ
た
。
や
が
て
経
済
成
長

を
遂
げ
、
モ
ノ
が
社
会
に
溢

れ
簡
単
に
廃
棄
す
る
傾
向
が

強
く
な
る
。
使
い
捨
て
が
美

徳
と
さ
え
謳
歌
さ
れ
る
時
代

だ
っ
た
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ

ル
ド
も
そ
の
類
だ
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

廃
棄
社
会
は
い
つ
ま
で
も

続
か
な
い
。
今
日
の
日
本
は

世
界
の
経
済
成
長
か
ら
取
り

残
さ
れ
た
。「
貿
易
立
国
」
や

「
競
争
力
が
あ
っ
た
円
」
は

も
う
昔
話
、
従
来
型
で
は
も

う
通
用
し
な
い
こ
と
を
多
く

の
日
本
人
は
漸
く
悟
っ
た
。

か
つ
て
の
よ
う
に
日
本
は
羨

望
の
眼
差
し
を
向
け
ら
れ
る

国
で
も
な
く
な
っ
た
。
成
長

す
る
ア
ジ
ア
の
国
々
に
水
を

空
け
ら
れ
る
と
い
う
悲
し
い

現
実
。「
も
っ
た
い
な
い
こ
と

を
し
た
」
と
後
悔
の
念
さ
え

も
持
つ
。
そ
れ
が
わ
か
っ
た

だ
け
で
も
糧
に
な
る
。
気
付

き
、
反
省
す
る
ま
で
何
と
膨

大
な
時
間
が
経
っ
た
こ
と
か
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

社
会
に
は
食
が
充
分
行
き

当
た
ら
な
い
人
も
い
る
。
戦

乱
や
作
物
の
不
作
年
が
数
年

続
く
と
国
民
全
体
が
欠
食
す

る
。
如
何
せ
ん
、
食
料
自
給

率
が
低
す
ぎ
る
。
広
範
囲
に

国
の
食
料
安
保
を
議
論
せ
ね

ば
な
る
ま
い
。

　

筆
者
の
年
代
、
社
会
か
ら

お
暇
す
る
人
た
ち
が
多
く
な

っ
た
。「
昭
和
20
年
代
の
会
」

で
も
結
成
し
て
気
勢
を
上
げ

た
い
も
の
だ
（
ほ
ぼ
本
気
）。

泉
谷
し
げ
る
の『
春
夏
秋
冬
』

の
一
節
「
人
の
た
め
に
よ
か

れ
と
思
い　

西
か
ら
東
へ
か

け
ず
り
ま
わ
る　

や
っ
と
み

つ
け
た
や
さ
し
さ
は　

い
と

も
た
や
す
く
し
な
び
た
」
で

は
ダ
メ
な
の
だ
。　

（
山
田
）

「
も
っ
た
い
な
い
」の
精
神
文
化
を
蘇
ら
せ

今
、フ
ー
ド
ロ
ス
・
ゼ
ロ
に
挑
む

「
も
っ
た
い
な
い
」の
精
神
文
化
を
蘇
ら
せ

今
、フ
ー
ド
ロ
ス
・
ゼ
ロ
に
挑
む

2024年3月1日 （8）
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